

































































•期間：2020年 6月 30日から 8月 11日までの 25日間






























































9 : 00 始業（始業の 10分前に Zoom での出席確認）
・ミーティング（30分程度）：1日の業務内容の説明
・チームで 1日の業務計画の相談、業務計画書作成
12 : 00～13 : 00 休憩（13時に Zoom での出席確認）
15 : 00～15 : 15 休憩（15時 15分に Zoom での出席確認）

















































































セクション 1 文脈から語彙を学ぶ 画像を見ながら、200文字程度の文章を聞いて、学
習する語彙が使われる文脈と内容を理解する
セクション 2 単語として語彙を学ぶ 画像を見て同時に音声を聞きながら、学習する語彙
（20～30個）の発音、アクセント、表記を学ぶ


















・企業の 5 S 活動に関する語彙
・板金加工工程管理に関する語彙
・美容業に関する語彙
・教科書には書いていない日本語（社会人になる上で知っておきたい語彙）
4．教員指導方式のインターンシップの長所
4.1．インターンシップ実施方法、参加方法の柔軟性
今回、教員指導方式のインターンシップを実施したことで、この方式には、従来の職場体
験型のインターンシップにはなかった長所があることがわかった。まず、実施方法について
は、以下のとおりである。
1）学生の所在地を選ばない
2）インターンシップ受け入れ先企業、職種の可能性が増える
まず、「1）学生の所在地を選ばない」ということについて、今回のインターンシップは、
毎日の教員による指導をテレワークで行い、インターンシップ先との週 1回程度の面談も、
半数は Zoom を使用したオンラインで行われた。実は、今回のインターンシップに参加し
た 26名のうち 3名が春休みに帰国し、その後日本に戻れなくなったため、母国からオンラ
インで参加したが、毎日のテレワークでは、学生の所在地にかかわらず、全員が同じ条件で
業務を行うことができた。これは、テレワークであれば、海外からでも日本企業のインター
ンシップに参加する方法があることを示すものであり、そうであるなら、今後は逆の、日本
から海外へのインターンシップ参加も不可能とは言えない。
また、「2）インターンシップ受け入れ先企業、職種の可能性が増える」について、これは
特に文系の学生のインターンシップの機会や期間を拡大する可能性があるということであ
る。理系の学生のインターンシップには、専門性を生かしたテーマ型のインターンシップの
方式が定着しているのに対し、文系の学生のインターンシップには職場体験型が多い。その
内容には、①学生の大学での専攻を生かした職場でのインターンシップ、②専門性とは関係
なくインターンシップ生が体験できる仕事がある職場でのインターンシップ、③企業見学の
要素が強いインターンシップ、のようなパターンがあるが、①のようなパターンは非常に限
られており、また、②や③のパターンは、栗原（2020）で「企業にとってインターンシップ
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やアルバイトなどの長期的な方法が負担になる」（栗原 2020, p.93）と述べたように、特に
中小企業にとっては負担が大きい。
しかし、教員指導方式のインターンシップであれば、インターンシップ受け入れ側は、1
日中職場で学生の指導を行う必要がないため、現場指導者の負担は少なく参加しやすい。実
際、今回のインターンシップでは、13箇所のインターンシップ先のうち、6箇所が新たな受
け入れ先であった。いずれも、2019年度までの通勤型のインターンシップであれば、25日
間の長期の学生の受け入れは難しかったのではないかと考える。
4.2．学生の自己評価
次に、教員指導方式のインターンシップによる学生の学修効果について述べたい。既に述
べたように、今回の教員指導方式のインターンシップは、学生に成果物の制作を課すとい
う、テーマ型のインターンシップである。日本語コースでは、インターンシップ終了後に学
生に自己評価をさせており、その結果を見ると、2019年度の職場体験型のインターンシッ
プと、2020年度の教員指導方式のインターンシップでは、自己評価の点数に明らかな違い
があった。
2020年度の自己評価の項目は「1．基本礼儀」「2．取り組み姿勢」「3．日本語でのコミュ
ニケーション」「4．成果物（オンデマンド教材）」であり、これらの項目について 5点満点
（5点：非常によくできた、4点：問題なくできた、3点：概ね問題なかった、2点：練習・
改善の必要があった、1点：できなかった）で自己評価をさせた。2019年度は、上記評価項
目の 1から 3について自己評価をさせており、以下に自己評価平均点を並べて示す。点数
は、小数点第三位以下を四捨五入した数字である。
〈2019年度生：24名〉
基本礼儀：4.57点、取り組み姿勢：4.35点、日本語でのコミュニケーション：4.22点
〈2020年度生：26名〉
基本礼儀：4.08点、取り組み姿勢：3.85点、日本語でのコミュニケーション：3.23点
2019年度と 2020年度の自己評価の点数を比較すると、全体的に 2020年度の自己評価の
平均点が低く、特に「日本語でのコミュニケーション」の自己評価の点数が低いことが分か
る。実際は 2019年度と 2020年度との学生の日本語力にはさほど違いはなく、日本語能力試
験の取得状況でいえば、2020年度の方が上位の級の取得率が高いが、このような結果であ
ったことは興味深い。これは、職場体験型と教員指導方式では、求められる日本語力、文章
力の種類が異なり、特に今回の教員指導方式のインターンシップで求められた「先方の要望
を聞く」「メールで仕事を進める」という作業が、学生が自分の日本語力の不足を感じる理
由となったことが考えられる。実際、自己評価に伴う改善点についてのコメントについて
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も、2020年度生は日本語力の必要性に関する記述が多かった。この点については、今後更
に調査研究が必要であるが、インターンシップによる学生の問題意識の向上という点に、教
員指導方式のインターンシップの長所があることが窺えた。
5．まとめと今後の可能性について
今回行った教員指導方式のインターンシップは、コロナ禍という特殊な状況での初めての
試みであったが、この方式ならではの長所を見出すことができた。もっとも、通常の職場体
験型のインターンシップにくらべると、学生にとっては「職場の様子がわからない」、イン
ターンシップ先にとっては「学生の能力や性格について詳しくはわからない」、教員にとっ
ては「インターンシップ先との調整や教育の負担がある」などの問題もあるが、インターン
シップでの学修方法について、今後、より多くの教育機関、インターンシップ先、学生がイ
ンターンシップに参加する新たな可能性が示されたことも事実である。2021年度以降、職
場体験型のインターンシップをメインにインターンシップを実施できるか定かではない状況
において、教員指導方式のインターンシップを継続的に実施し、効果を検証するという方向
性は、現実的なことだろう。
〈参考文献〉
栗原由加（2020）「外国人材の定着促進のための着眼点－阪神地区の日本企業へのアンケート調査結果
から－」『神戸学院大学グローバル・コミュニケーション学会紀要』第 5号，pp.87-98.
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